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原子力安全・保安院 北海道産業保安監督部

企画調整官 尾 谷 真 視

「２００８年からの計」

京都議定書の実行年度のスタートや、北海道洞

爺湖サミットの開催などを控え、地球環境をテー

マとした報道や議論が活発になされています。

日本はオイルショック以降、国・産業界が頑張

って高度な省エネ技術を確立してきたが温室効果

ガスの排出量全体では増え続けており、特に、製

造業に比べてオフィスや一般家庭での増加が大き

いという。我が家を見ても灯油の暖房・給湯ボイ

ラー、風呂釜からはじまり、様々な家電、車など

など、ちょっと昔には想像も出来なかったほどエ

ネルギー消費機器が増えています。

現在の我が家は昭和５８年に新築したものです

が、当時は第二次オイルショック直後で灯油が８０

円を超えており、薄給の身で大変辛い思いをした

記憶があります。そのためか、ここ数年の灯油価

格上昇に対しては比較的鈍感でしたが、さすがに

百円に近づくようになっては穏やかではいられな

い。新年早々、まずは我が家の昨年の環境家計簿

を作成して、CO２排出量を計算してみましたが、

これが何と一般家庭における全国平均の２倍超と

いう数値が出てしまいました。排出量の大きな順

に灯油、自動車燃料、電気で、全体の９６％を占め

ていました。まずは暖房温度設定を従来より低

く、白熱電球を蛍光管へ、待機電力も解消し、そ

の他諸々でチャレンジ開始（車の燃料は既にエコ

ドライブ実施により従来より２３％ほどの燃費改善

を実現しているので、これ以上の削減は運転自体

を減らすか、今後のクリーンディーゼルやハイブ

リット車等に期待するしかない）。現在わずか２

か月間の結果ですが、昨年に比べ、電気と灯油に

関しては１５％程度削減できており、意識して実行

すれば成果が出るものだと実感しております。

今後は、国、自治体など行政主導による様々な

取り組みが強化されるものと思われますが、我々

個々人が生きていくこと自体が「地球温暖化」の

原因となっている以上、最終的には一人一人の取

り組みを広げることが大きな効果を獲得するため

の必要条件となると思われます。北極の氷が減少

し、エサであるアザラシの捕獲が難しくなったシ

ロクマが街のゴミ箱をあさったり、犬のエサを狙

う。そのような映像を見ると、既に「議論」では

なく「実行」する次期に来ている。と痛切に感じ

ます。

「遅ればせながら」かもしれませんが、とりあ

えず身の回りの出来るところから始めることにい

たしました。読者の皆様で、「これから」「いずれ

は」と考えておられる方がおりましたら、環境問

題対応の大きな節目となる２００８年、今年を一つの

きっかけとして、ぜひ始められるよう、お誘いい

たします。

産業界における企業倫理の問題や社会生活にお

ける人と人との関わり合いの希薄さが問われてい

る今日、一人一人が自らのことばかりではなく人

類共通の課題に取り組み、広がっていった時、忘

れがちとなっている地域あるいは社会全体の安

全、安心、連帯の大切さを思い出すことに繋がっ

ていくかもしれません。

－１－
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恒例の上記３団体による「平成２０年電気関係賀

詞交換会」が、１月１１日札幌グランドホテルにお

いて、多数のご来賓と３団体の会員合わせて約

３４０名が出席して開催された。

初めに主催３団体を代表して泉電気協会会長か

ら、道内景気について触れられ、全国的には緩や

かな景気回復となった昨年だが、サブプライムロ

ーンに端を発した国際金融情勢の不安定化や、投

機化した原油市場の影響などにより世界的な景気

の停滞気配が強まり日本経済への影響が強く懸念

される。北海道についても、一部で好調な企業や

産業が見られるが長年にわたる停滞感はぬぐいき

れない現状を述べられた。７月には洞爺湖サミッ

トが開催されることから北海道の食料品関連産業

や観光産業で活性化への道が広がってきた。一次

産業や自動車産業の集積、北海道新幹線の導入な

どは北海道が抱える課題解決に向って確実に前進

するものと思われ、本年が明るい未来につながる

一年になることを期待している。さらに、洞爺湖

サミットという一大国際イベントを控え、地域の

ライフラインの確保を担っている私ども３団体

は、電力安定供給の使命の重さを痛感している。

これまでも、停電事故に際して、早期復旧のため

に、関係者の皆様方に大変なご苦労とご協力を頂

いたことに感謝するとともに、今後も３団体一致

協力して、道内全ての地域に安定した電力を供給

平成２０年電気関係賀詞交歓会

日 時 平成２０年１月１１日�１１時から
場 所 札幌グランドホテル２階

「グランドホール」

� 北 海 道 電 気 協 会

北海道電気工事業工業組合

� 北 海 道 電 業 協 会

泉会長

－２－
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できるように努力しようと挨拶された。

続いて、来賓の深野弘行北海道経済産業局長

（代読 樋口恭司総務企画部長）から祝辞を頂戴

し、まず、日頃から電力という国民生活や産業に

不可欠なエネルギー供給に尽力されていることに

対するお礼を述べられてから、最近の経済情勢に

ついて触れ全国的には製造業を中心に回復の方向

にあるが北海道をはじめとする地方経済は、回復

が実感できるには至っていない。地域の活性化が

課題になっていることを強調された。このために

は、地域経済の発展なくして国の発展はなく、地

域支援と新たな事業を興すため、農林水産業と商

工業との連携や中小企業に対する経営基盤強化な

どに積極的に取り組む考えを示された。また、環

境問題が主要なテーマとなる「洞爺湖サミット」

については、リデュース・リユース・リサイクル

といった、資源を有効活用した＊「３Rの推進」

による循環型社会の推進や、省エネルギー、新エ

ネルギー分野での実践的取り組みを推進し、関係

機関と連携してサミット開催地に相応しい、先進

的な環境調和型社会の構築を目指したい思いを伝

えた。

最後に、電気関係３団体の一層のご理解とご協

力をお願いされて締めくくった。

＊「３Rの推進」

リデュース（Reduce） 廃棄物の発生抑制

リユース（Reuse）製品・部品の再利用

リサイクル（Recycle）再生資源の利用

この後、北海道電気工事業工業組合の尾池理事

長の乾杯で交歓会が始まり、会場では景気回復や

企業業績アップを願い、あちこちで名刺交換や歓

談する姿がみられ、和やかな雰囲気で時間の経つ

のも忘れるほどの賑わいであった。

１２時すぎに中締めとなり当電業協会の小出副会

長の乾杯でお開きとなった。

樋口総務部長

尾池理事長

小出副会長

－３－
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平成２０年１月３０日�午後１時３０分から、北海道
電気会館５０２会議室において、当協会および電設

協道支部共催による「公共建築工事標準仕様書

（電気工事編）（平成１９年版）」の講習会を開催

し、会員企業の関係者２６名が参加した。

公共工事を受注・施工する際の契約図書である

仕様書は今回、これまでの１６年版以降の情報化社

会の進展や省エネルギーの促進、防災機能の確保

・強化などに対応するため拡充された内容となっ

ている。

開催にあたり主催者を代表して、当協会広島専

務理事から、最近の北海道経済の状況に触れ「景

気回復は見られない厳しい状況である。企業とし

て生き残るためには技術力の向上が強く求められ

ている。技術力向上の一環として本日の講習会を

有意義なものにしていただきたい」と挨拶した。

講師には、�日本電設工業協会技術・安全委員
会の委員で、北海電気工事㈱電設工事部長の佐々

木成氏が日本電設工業協会本部から派遣された。

佐々木氏は、改定点として、①「国としての施

策対応」地球環境への配慮や施設完成後に活動す

るすべての人への配慮②「国際化への対応」IEC

（国際電気標準会議）対応の最新JIS規格への追従

③「技術革新への対応」低圧絶縁監視装置、無線

LAN、IPカメラの記載充実やWeb監視装置の追加

などについてポイントを説明。講義はテキストに

基づきパソコンのパワーポイントを駆使し、参加

者にわかり易く解説された。受講者はテキスト

「公共建築工事標準仕様書」、「公共建築設備工事

標準図」の２冊を交互に見ながら改定点の重要な

ポイントに熱心に耳を傾けていた。

技技術術講講習習会会「「公公共共建建築築工工事事標標準準仕仕様様書書（（電電気気工工事事編編））（（平平成成１１９９年年版版））」」

開講挨拶 広島専務理事 講師 佐々木茂氏

－４－
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平成２０年２月１４日�午後１時１０分から同５時ま
で、北海道電気会館５０２会議室において「高圧受

変電設備の計画・設計・施工」に関する講習会を

開催した。受講者は会員企業の工事の実務担当者

で１３社２２名の方々が参加した。

開催にあたり主催者を代表して、当協会の工藤

技術安全委員長から、７月に開催される「北海道

洞爺湖サミット」のテーマである環境問題に触

れ、受変電設備を高効率にすることで省エネ、省

資源に結びつき、CO２削減に貢献するので、今回

の講習会テーマが環境問題に大いに関連している

ことの理解を求めた。さらに、電力会社へ波及事

故を拡大しないこと。そのためには、いろいろな

保護継電器の選定・設定値を確実にすることが大

切であると強調された「専門業者として責任ある

立場にあることを認識して本日の講習会を有意義

なものにしていただきたい」と挨拶した。

講師には、北海電気工事㈱営業部設計・積算G

課長代理大村剛宏氏が日本電設工業協会本部から

派遣された。

講習内容は、高圧受変電設備の構築に従事する

電気技術者が、計画から設計、施工に至るまでの

一連の業務を円滑に進めるために必要な内容をテ

キストに基づき解説。特に、設計編では、使用す

る機器の種類と概要、機器の耐震設計についても

事例による計算例や事例に基き詳しく指導され

た。

技技術術講講習習会会「「高高圧圧受受変変電電設設備備のの計計画画・・設設計計・・施施工工」」

開講挨拶 工藤技術安全委員長 講師 大村 剛宏氏

－５－

０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／００４～００５　技術講習会  2008.03.31 14.03.18  Page 5 



平成２０年２月２８日�会員企業の技術向上と最新
設備の見聞を深めるため、会員会社１３社１８名で室

蘭市の日本環境安全事業株式会社（JESCO）北海

道PCB廃棄物処理施設の見学会を実施した。

JESCOでは、国が定めたPCB廃棄物処理基本計

画に基づき、平成１５年４月から、施設整備を推進

するために、室蘭市内に北海道事業所を設置。平

成１８年２月から「北海道PCB廃棄物処理施設」の建

設に着手した。処理対象地域は北海道及び東北・

北関東・甲信越・北陸の１道１５県。これらの地域に

保管されている処理対象のPCB廃棄物「高圧トラ

ンス・コンデンサ等」の解体・分別・洗浄処理と

PCBが含まれた液の分解処理を行う。操業開始は

平成２０年４月予定。処理能力は１．８トン／日。

はじめに、PCB処理情報センターの会議室にお

いて、JESCOの田野調査役から施設の概要説明を

受けた後、隣接する情報公開ルームでは、処理施

設の模型や施設内１９箇所に設置されたカメラから

の作業状況がリアルタイムで映し出される「ライ

ブ映像コーナー」さらに、作業で実際に使用され

ているグローブを使い、積み木の組み立てを行う

「グローブボックス体験コーナー」などの説明が

あった。

続いて、PCB廃棄物処理施設を見学。ここで

は、２階の見学ルートから、受入室・検査室から

作業工程の流れに従い、荷捌き室、トランス・コ

ンデンサ解体エリア、攪拌洗浄エリア、真空加熱

分離エリア、液処理エリアでの機器類並びに作業

状況がガラス越しに見学できる。田野調査役か

ら、作業エリアの特徴について説明があった。特

にそれぞれのエリアごとに多重の安全・管理対策

が図られ「排気対策設備」「漏洩防止対策設備」「緊

急時対策設備」があり、これらの安全対策設備を

常時モニタリング・監視するなど、万全の安全管

理体制について説明があった。

最後に、中央制御管理室の監視・作業状況を見

て見学会を終了した。

電電気気設設備備工工事事現現場場見見学学会会

JESCO田野 洋 調査役

－６－
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平成２０年２月２５日�午後４時から北電北二条ク
ラブにおいて、当協会、電気資材卸業協同組合、

電設資材総合メーカー（３社）、配電盤制御シス

テムズ工業会道支部の４団体による懇談会を開催

した。

はじめに、当協会の遠藤会長から日頃の皆さん

のご協力に対して感謝の意を述べられたあと「厳

しい経営環境が継続している中で、電設業関連四

団体が一致協力して、この難局を乗り越えていく

ためにも有意義な懇談会にして欲しい」と挨拶が

あった。

続いて配電盤工業会の嘉部支部長から、業界の

現状について「原油価格の高騰や材料の値上がり

などで、経営を圧迫して厳しい環境であるが、今

後とも４団体は運命共同体として協力していきた

い」と挨拶された。

次に、資材組合の三神理事長から「北海道の建

設業は厳しい状況が継続している。オール電化住

宅の普及拡大やセキュリティーのニーズ拡大など

明るい材料もあるので、皆さんで力を出し合って

この難局を乗り越えよう」と挨拶された。

引き続き各団体、メーカー各社から業界の現状

と今後の見通し・対策などの報告があった。

最後に当協会の活動報告を広島専務理事から電

気設備工事業に係る受注状況および昨年１０月に日

本電設工業会（本部）が策定した「会員大会決

議」について、適正な事業活動の推進と取り組み

状況を説明した。

出席者は次のとおり

○�北海道電業協会
遠藤会長、小出副会長、山口副会長、小野寺経

営委員長、元永経営副委員長、広島専務理事、

枝並事務局長

○北海道電気資材卸業協同組合

三神理事長、滝川副理事長、土屋理事、高橋専

務理事

○�日本配電盤制御システムズ工業会北海道支部
嘉部支部長、石田副支部長 中山副支部長

○電設資材総合メーカー

松下電工㈱小山営業部長、東芝ライテック㈱秋

山営業部長、三菱電機住環境システムズ㈱間山

課長

電電設設業業関関連連四四団団体体懇懇談談会会
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当協会と�北海道空調衛生工事業協会との共催
で平成２０年３月１４日�ホテルニューオータニ札幌
において、札幌市都市局幹部方々のご出席をいた

だき、意見交換会を開催した。

当協会と道空衛協会からそれぞれ会長、副会

長、理事ら合わせて２４名が参加した。札幌市都市

局からは鈴木保雄設備担当部長、芝富士夫電気設

備課長、小谷勉機械設備課長、が出席された。

＜意見交換会の内容は次のとおり＞

１．札幌市からの情報提供

①札幌市の事業動向と今後の見通しについて

②工事提出図書見直しの検証について

③入札制度について

２．質疑応答・要望

最近の業界紙の記事から、その内容につい

て質疑・要望を行った。

①分離発注の継続と適正工事量の確保につい

て

②リニューアル事業に対する予算措置の配慮

のお願いについて

③札幌市との防災協定締結に向けたお願いに

ついて

④予定価格「事前公表の廃止」について

⑤札幌市の予定価格積算時の対応と工期長期

化にいたった場合の対応について

⑥札幌市の電子入札の移行措置について

札幌市都市局との意見交換会

鈴木部長 遠藤会長
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池田会長 遠藤会長

平成２０年３月１４日�ホテルニューオータニ札幌
において当協会と�北海道空調衛生工事業協会に
よる平成２０年度の協議会を開催した。

当協会からは遠藤会長ほか１０名、道空衛協会か

らは、池田会長ほか１２名が出席した。

本協議会は、電気・空衛の両協会が連携・協調

して事業を推進するため毎年開催しており、両業

界の共通課題に取り組み、情報交換及び検討会を

重ね、両協会の地位向上、企業経営に大きな役割

を果たしている。

今年は、下記の協議事項について意見交換を行

った。

【協議事項】

１．電気・空衛連絡協議会行事予定について

２．北海道設備設計事務所協会との協議会開催に

ついて

【出席者】

◎�北海道空調衛生工事業協会
（�中札幌空調衛生工事業協会）

会 長 池 田 薫

副会長 末 永 誠 一

理 事 総務副委員長 迹 田 保 典

〃 経営委員長 里 中 雅 幸

〃 経営副委員長 伊 藤 潔

〃 技術委員長 五十嵐 正 明

〃 技術副委員長 村 田 克 敏

〃 労働委員長 美 馬 正 治

〃 広報委員長 佐 藤 久

理 事 厚生委員長 石 尾 修

〃 厚生副委員長 佐 橋 光 好

監 事 佐 藤 正 治

事務局長 小 林 雅 英

（１３名）

◎�北海道電業協会
会 長 遠 藤 健

副会長 小 出 信 夫

〃 山 口 勉

〃 野 尻 武 彦

理 事 総務委員長 加 藤 勝 利

〃 経営委員長 小野寺 涼 一

〃 広報委員長 橋 本 耕 二

〃 厚生委員長 萩 本 哲 夫

経営副委員長 元 永 修

専務理事 広 島 維 夫

事務局長 枝 並 秀 喜

（１１名）

電電気気・・空空衛衛連連絡絡協協議議会会
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当協会と道空調衛生工事業協会で構成する「電

気・空衛連絡協議会」と「道設備設計事務所協

会」との意見交換会が３月２４日�北海道電気会館
５０２会議室で開催され、３協会から合わせて２７名

が出席した。

はじめに、遠藤会長から業界を取り巻く環境が

厳しさを増す中で、公共工事の減少、原油価格の

高騰などで、さらに厳しさに追い討ちをかけられ

ている状況を説明し、この難局をみんなで力を合

わせて乗り越えようと挨拶があった。

つづいて、各業界から状況報告があり、電業協

会からは、電設工事業界をめぐる最近の状況と当

協会の事業取り組みについて、会員調査結果の資

料から、会員の受注が官民共に不調で全国に比べ

大きな落ち込みになっている現状を報告。さら

に、日本電設工業協会で昨年１０月に策定した「１９

年度会員大会決議事項」について説明した。

道空衛協会からは、最近の日空衛の活動状況か

ら、コンプライアンスの確保と、設備生産システ

ムのあり方について説明された。道設備設計事務

所協会からは、建築士法改正に伴う建築設備士の

活用のあり方と今後の協会運営の取り組みについ

て説明された。

《出席者名は次のとおり》

◎北海道設備設計事務所協会

会 長 種市 由夫

副会長 高木 正一

理 事 須藤 良也 鳥海 稔明

池田 信穂 高木 晃

薮原 賢

事務局長 増田 宏興

◎�道空調衛生工事業協会
会 長 池田 薫

副会長 末永 誠一

理 事 渡部 正博 里中 雅幸

五十嵐正明 石尾 修

監 事 佐藤 正治

事務局長 小林 雅英

◎�北海道電業協会
会 長 遠藤 健

副会長 小出 信夫 山口 勉

野尻 武彦

理 事 加藤 勝利 小野寺涼一

橋本 耕二 萩本 哲夫

経営副委員長 元永 修

専務理事 広島 維夫

事務局長 枝並 秀喜

「「電電気気・・空空衛衛連連絡絡協協議議会会」」とと「「道道設設備備設設計計事事務務所所協協会会」」ととのの意意見見交交換換会会
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発 注 者 日本赤十字社

工事名称 旭川赤十字病院増改築電気設備工事

工事場所 旭川市曙１条１丁目ほか

工 期 平成１９年１月２６日～平成２２年３月３１日

構造規模 病 棟SRC免震構造８階建

延べ２３，９３１．２４㎡

エレルギーセンター棟 RC造２階建

（地下１階）延べ１，２６９．６６㎡

既存病棟 RC造５階建（地下１階塔

屋２階）延べ２３，２００．５０㎡

施工業者

建築工事 清水建設㈱・㈱浅沼組JV

空調衛生工事 三建設備工業㈱・㈱朝日工業社

・池田煖房工業㈱JV

電気工事 東光電氣工事㈱・三共電気工業

㈱・㈱北弘電社JV

工事概要 受電電圧 ６．６KV（１回線）

受電容量 ４，１００KVA

発電設備 ６．６KV７５０KVA

ガスタービン

その他電気設備

設計・監理 ㈱山下設計

「地域に求められる２１世紀に相応しい病院」を

目指し、平成１９年１月に着工しました。当病院は

大正１２年に札幌より日本赤十字社北海道支部病院

として移転開院し、今日まで増改築の歴史を繰り

返してきましたが、今回工事はその集大成と言え

るかもしれません。

建築概要としては、災害時にも病院機能を維持

できるよう地下階に免震装置が設置されます。外

壁はレンガ貼りとし重厚感のある建物へと一変し

ます。

施設概要は、ベッド数６００床（内集中治療５４

床）、１０室の手術室、放射線機器（MRI･CT）１３

台とし、救急救命センターを充実させるべく、屋

上にはヘリポートを装備することになります。（余

談ですが…テレビでお馴染みの上山先生が脳神経

外科部長として診療されています。）

現場の近況としては、１０月末の新棟の完成に向

け、内装工程が着手されました。

今後、各機器を取付し、新棟引渡しとなりま

す。引き続き、既設改修工事へ移行します。基本

的に病院機能は病理検査、外来部門、事務部門を

除き新棟側に移行されます。停電を伴う既設電気

室の改修があり、病院という施設を考慮し、綿密

に打合の上、計画を立てなければなりません。

最後に、災害防止を念頭に置き、無災害で工事

を竣工させるよう、日々努力をしていきます。

（取材 広報委員会）

現現場場かかららここんんににちちはは
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釧路市は、平成１７年１０月１１日に旧釧路市・阿寒町
・音別町が合併し、新しい「釧路市」となりました。
北海道の東部に位置する釧路市は、国内屈指の水

揚量を誇る水産や二つの製紙工場を擁する紙パルプ
産業、国内唯一の坑内掘り炭鉱を有する石炭鉱業、
酪農業、林業など、多様な産業構造を持つ活力ある
東北海道の拠点都市として着実な発展を続けていま
す。
また、釧路湿原、阿寒の二つの国立公園を持ち、

豊かな自然や温泉、新鮮な海の幸・山の幸に恵ま
れ、国内はもとより海外からも観光客が訪れる観光
都市でもあります。
気候は、内陸部では年間の寒暖差が大きいもの

の、一年を通じて冷涼で、海岸部では春から秋にか
けて海霧（ガス）が発生しますが、秋から冬にかけ
ては晴天が続きます。降雪量は内陸部ではやや多い
ものの、北国としては少ないのが特徴です。

釧路ならではの四大グルメ
釧路市の観光の醍醐味は「多彩な食」。北洋漁業

の基地として栄えた釧路では、その長い歴史ととも
にさまざまな食文化が開花しました。旬の味覚をそ
のままに味わう「寿司」。炭火焼きでじっくりあぶ
った「炉端」は釧路発祥と言われています。明治４５

年開業の竹老園東家総本店の「そば」は、市内だけ
でなく道内に支店が点在しています。細縮れ麺にあ
っさり醤油スープの「ラーメン」は北海道第四のご
当地ラーメンとして高い評価を受けています。

施設・イベント紹介
こども遊学館や生涯学習センター「まなぼっと幣

舞」、音別町体験学習センター「こころみ」、阿寒湖
畔エコミュージアムセンター、動物園などの教養文
化施設や公園施設のほか、平成２０年９月オープン予
定の、北海道第２の規模を誇る総合体育館「湿原の
風アリーナ釧路」など、各種スポーツ施設が整備さ
れ、文化・スポーツ活動が盛んに行われています。

「二つの国立公園に抱かれたまち」釧路市

釧路市長 伊 東 良 孝
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まちのイベントには、港まつりや霧フェスティバ
ル、大漁どんぱく、まりも祭り、イオマンテの火ま
つり、蕗まつり、阿寒湖氷上フェスティバル、氷ま
つりなどがあり、五感を使って釧路の四季を満喫で
きます。
●釧路湿原国立公園
釧路湿原は、さまざまな動植物が生息する日本最

大の湿原です。湿原展望台では、湿原についての展
示物を見学したり、屋上から湿原を眺望したりする
ことができます。また、「タンチョウ」の生息地とし
ても世界的に有名で、冬になると餌を求めてタンチ
ョウが集まる給餌場が釧路湿原の周辺に３カ所あり
ます。丹頂鶴自然公園や釧路市動物園では１年を通
してタンチョウを観察することができます。

●阿寒国立公園
雄阿寒岳・雌阿寒岳・周辺の森林という豊かな自

然と、阿寒湖畔の温泉が人気のエリアです。特別天
然記念物の「マリモ」は、阿寒湖上にあるチュウルイ
島のマリモ展示観察センターで観察することができ
ます。また、国設阿寒湖畔スキー場では、これらの
雄大な景色を眺めながら滑走することができます。

●宿泊型体験学習施設「こころみ」
旧学校舎を再利用した宿泊型体験学習施設で、そ

ば打ち・ソーセージ作りなどの食品加工体験や、ふ
き紙漉きのほか、２０cmクーデ式望遠鏡での天体観
測ができます。また、冬季間は近隣にタンチョウが
飛来し、観察を兼ねたスノーハイクやスノーシュー

での散策も可能です。

●釧路大漁どんぱく
釧路の四季の中で比較的天候が穏やかな９月上旬
に開催される「釧路大漁どんぱく」には、釧路の４大
グルメはもちろん、地ビール・地酒など、釧路のう
まいものが集結します。また、花火大会では、直径
６００mの巨大な三尺玉やスターマインなど、約８，０００
発の花火がわずか１時間の間に打ち上がります。

●阿寒湖氷上フェスティバル
ワカサギ釣りや氷上ミニゲーム、阿寒湖の氷切り

体験など、冬の遊び満載のイベントが１月下旬から
３月まで連日開催されます。夜には花火大会もあ
り、真っ白な世界に浮かび上がる炎の花はとても美
しく印象的です。

ホームページアドレス
http : //www.city.kushiro.hokkaido.jp/
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風雪に耐えて拓かれた大地の蘭越町は、雄大なニセコ連峰に抱かれ、清流日本一の母なる川「尻別

川」のほとりに広がる豊穣の沃野と、７つの温泉郷に恵まれた美しい風景を誇る「蘭越米」・「温泉」・「観

光」のまち。そして人々の心やさしく、ロマンあふれる「花いっぱいのまち」です。

人と自然が、心をひとつに歩み続ける蘭越町。四季折々に演ずる自然の表現は、訪れる人々に話しか

け、心引き付ける不思議な魅力があります。

蘭越町は、「まなざし清し なごみの里 蘭越 ～融和と自立と協働のまちづくり～」をテーマに、２１

世紀の幸せづくりを目指して、その基盤づくりを着々と進めています。

ホームページアドレス http : //www.town.rankoshi.hokkaido.jp/

まなざし清し なごみの里 蘭越
～融和と自立と協働のまちづくり～

蘭越町長 宮谷内 留 雄

蘭越町は、後志支庁管内の南

西部に位置し、面積４４９．６８平方

キロメートルで後志支庁管内一の

広大な面積を有し、平成２０年２

月１日現在の人口は、５，６７３人。

�まちの中心を東西約３０kmにわたり
貫流して日本海に注ぐ、清流日本一に
７度輝いた母なる川「尻別川」と、蝦
夷富士と称される秀峰「羊蹄山」

～ 町営温泉 ～ ～ まちの特産品 ～

「ほしのゆめ」「ななつぼし」「きらら３９７」に代

表される蘭越米の生産地。

また、メロン、アスパラ、イチゴ、カボチャ、

馬鈴薯などの農産物や、山菜・キムチ・三升漬等

の地場産品の漬物も町の自慢の特産品です。

昆布川温泉郷～美

人温泉の交流促進

センター「幽泉閣」

湯本温泉郷～１１の

露天風呂を有する

国民宿舎「雪秩父」
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まちの活力の源 ～ 「４つの戦略プロジェクト」

「ふるさとの丘構想」
国道５号沿いに、平成３年度に直売場を整備し、地元の新鮮

な牛乳を使用したアイスクリームの生産・販売を行っていま

す。その後、森と木の里センター、キャンプ場、パークゴルフ

場等を順次整備した「リンリン公園」は、多くの家族連れやグ

ループの方が訪れています。また、直売センターは、平成１５年

度に「道の駅」に指定されました。

「シーサイドパークみなと構想」
海との新たな関係を模索するシーサイドパークみなと構想は、

平成３年度国道２２９号沿いに「貝の館」、平成４年度には地場産品

を販売する「シェルプラザ」がオープン。その後、平成６年度に

は「第２貝の館」も完成し、新しい工夫とアイディアで地域活性

化の起爆剤となっています。また、シェルプラザは、平成１７年度

に町内で２箇所目となる「道の駅」に指定されました。

「ふれあいカントリー構想」
「都市と農村との交流」をテーマに、平成３年度に富岡地

区、平成５年度に日出地区に「滞在交流宿泊施設」を建設しま

した。管理・運営は、地元住民で組織する会に委託し、体験農

園や無農薬野菜などの栽培など、工夫を凝らした運営で利用客

に喜ばれています。

「大湯沼開発構想」
湯本温泉郷にある「大湯沼」は、硫黄球を観察することがで

き、学術的にも貴重な湯沼とされており、これを保護し、かつ

観光資源として利用するため、平成５年に環境省の「ふれあい

・やすらぎ温泉地」の指定を受け、３箇年で整備を行いまし

た。平成７年度には、国民宿舎雪秩父に大露天風呂が、平成８

年度には「大湯沼自然展示館」がオープンしています。

「蘭越米を全道へPR」

新米キャンペーンを札幌

駅構内や、テレビ放映な

ど関係者が一体となって

行い、蘭越米をPRして

います。

「花を通してまちづくり」

地域・家庭・職場で美化

緑化の「花いっぱい運

動」が積極的に推進され

ています。

－１５－

０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／０１４～０１５　２１２便り（蘭越町）４Ｃ  2008.03.31 14.16



１．留萌市と学校の沿革

留萌市は、旭川市から西へ９０km離れた日本海

に面した港町である。昭和３０年頃にはニシン漁で

栄え最盛期には人口５万人を数えたが、現在は漁

業不振により３万人を割り込むに至っている。

主たる産業は、水産加工業と国・道の出先機関

であり大きな工業系企業は存在しないが、電気工

事を含む建設業は少ないながらも健在である。

本校の創立は平成１０年度であるが、昭和３８年度

から工業技術教育を担ってきた留萌工業高等学校

を前身校とし、商業系学科を吸収する形で再出発

したものであり、卒業生は今も留萌工業高校卒業

生と同じ意識で繋がっている。

開校当初は、４学科（電気システム科、建設

科、流通経済科、情報ビジネス科）８コースであ

ったが、人口減少に伴い平成１９年度に３学科（流

通経済科が閉科）６コースとなっている。

２．電気システム科の概要

本校の電気システム科は、北海道で最初に電気

科からの学科転換が認められた学科であり、全国

でも３例目の存在である。その後、富良野、美唄

でも認可され、道内に３校存在する。

教育目標は「電気技術や情報技術に関する基礎

的・基本的な知識と技術を修得させる」とし、目

標達成のため「電力技術コース」と「情報技術コ

ース」の２コースを設定している。

「電力技術コース」では、電力の発生や輸送に

関する技術や安全管理、電力を応用する分野に於

ける技術や安全管理を学び、電力会社や電気工事

会社・工場等の電気設備メンテナンス部門等で活

躍するスペシャリストを育てることを目標として

いる。

技 術 系 学 校 の ご 紹 介
北海道留萌千望高等学校

校舎全景

－１６－

０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１４１号　春　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／０１６～０１７　技術系学校のご紹介  2008.03.31 14.16.36  P



「情報技術コース」では、電子回路やセンサ技

術、コンピュータ制御の仕組みやプログラミング

技術、電話や無線などの通信を学び、電話工事会

社や自動機械製造会社、各種製造会社の機械オペ

レータ部門で活躍するスペシャリストを育てるこ

とを目的としている。

１年次には共通する科目の基礎的な部分を学習

すると同時に、コース選択に必要な興味・感心・

進路見通し等について考え、２年次からはコース

別に専門分野を学習していく時間を多くしてい

る。

各種資格の学校認定については、電力技術コー

スでは「第三種電気主任技術者」、情報技術コー

スでは「工事担任者DD３種」の学校認定を受け

ている。

資格取得に意欲を燃やし、全国工業校長協会が

認定する「ジュニアマイスター」ゴールドやシル

バーを受けた生徒も決して多くはないが輩出して

いる。

地域との連携としては、２学年で実施する現場

見学（留萌電力センター見学及び所長講話）や３

学年で実施する現場実習（３日間、市内１０企業）

があり、地域企業が持っている工業技術に関する

教育力を活用させて頂き、学校では学べない実際

現場での技術を生き生きと学んでいる。また、卒

業生との繋がりにも役立たせて頂いている。

地域への情報発信として、小中学生から社会人

までを対象とした学校開放講座を毎年度の夏期休

業中に開講している。開設講座は、「PICマイコン

を使ったライントレーサーカーの製作」で、４

bitのセンサと２ギヤモータからなる車体の組立

と制御プログラミングを２日間（１０時間）で完成

させるもので、最後のタイムレースで盛り上が

り、満足げに作品を持ち帰る姿に、ものづくりの

楽しさを体験してもらえる数少ない施設としても

重要な存在であることを実感している。

海や山に囲まれた豊かな自然環境の中で、生徒

達は今日も伸び伸びと電気技術を学び、明日のス

ペシャリストを目指し活動している。

科 目
標準
単位

１
年

２年 ３年 計

電力情報電力情報電力情報

工業数理基礎 ２‐４ ３ ３ ３

課題研究 ２‐４ ３ ３ ３ ３

電気実習 ６‐１２ ３ ３ ３ ３ ６ ６

電気製図 ２‐８ ２ ２ ２ ２

工業数理基礎 ２‐４ ２ ２ ２

情報技術基礎 ２‐４ ２ ２ ２

電気基礎 ４‐８ ４ ３ ３ ７ ７

電気機器 ２‐４ ２ ２ ＃２ ＃４ ２

電力技術 ４‐６ ２ ５ ７

電子技術 ３‐６ ２ ２ ２ ２

通信技術 ２‐６ ２ ２

電子計測制御 ２‐６ ３ ３

電子情報技術 ２‐４ ２ ２

プログラミング技術 ２‐６ ＃２ ＃２

専門科目合計 １１ １２ １３‐１５ ３６‐３８

電気システム科教育課程表（＃印は数学Bとの選択）

現場実習風景（送電線鉄塔作業） 開放講座風景（走行テスト）
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１．平成２０年度電気工事施工管理技士

１級学科 受験準備講習会

【申込受付期間】

平成２０年２月２０日�から４月３０日�まで
（定員になり次第締め切り）

【申込方法】

・所定の申込用紙により�日本電設工業協
会北海道支部宛にFAX

・申込用紙は、�北海道電業協会で取り扱
う。

【開催日】

平成２０年５月１４日�～
５月１５日�２日間

【開催場所】

北海道開発協会会議室

札幌市北区北１１条西２丁目セントラル札幌北

ビル６F） 電話０１１－７０９－５２１１

【検定試験日】

平成２０年６月８日�

平成２０年度電気工事施工管理技士

１級実地 受験準備講習会

【申込受付期間】

平成２０年７月１４日から開催日当日まで（定

員になり次第締め切り）

【申込方法】

・所定の申込用紙により�日本電設工業協
会北海道支部宛にFAX

・申込用紙は、�北海道電業協会で取り扱
う。

【開催日】

平成１９年９月５日�１日間

【開催場所】

北海道開発協会会議室

札幌市北区北１１条西２丁目セントラル札幌

北ビル６F） 電話０１１－７０９－５２１１

【検定試験日】

平成２０年１０月１９日�

２．平成２０年度電気工事基幹技能者認定講習会

【申込受付期間】

平成２０年８月中旬から９月下旬まで

【開催日】

平成２０年１１月１日�～２日�
２日間

【開催場所】

北海道電気会館

（札幌市中央区北１条東３丁目）

【受講資格者】

第一種電気工事士の有資格者で、電気工事

の直接施工業務について、７年以上の実務経

験を有するもので、労働安全衛生法第６０条に

よる職長教育を終了して、３年以上の職長経

験を有している者。

【電気工事基幹技能者の認定・特典】

認定講習を受講し、終了査定（試験）に合

格した者は、「電気工事基幹技能者」として認

定され、�日本電設工業会会長から「電気工
事基幹技能者証」が交付される。また、�日
本電設工業会に登録し公表されるとともに、

ヘルメットにワッペンの貼付ができる。さら

に、平成２１年度より実施される経営事項審査

（経審）で加点の対象となる。

お 知 ら せ
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【開催概要】

この講習会は、平成１９年度より以前に電気工事

統括技士、電気工事基幹技能者の資格を取得した

人が、平成２１年度より実施される経営事項審査

（経審）で加点評価されるための特例講習会で

す。

この特例講習会は平成２０年度から平成２４年度ま

での５年間に実施します。

【受講資格】

平成１９年度以前に基幹技能者の資格を取得した

者で、次の条件を全て満たす事が必要です。

１．基幹技能者資格を取得後、１年以上基幹技

能者として電気工事の現場施工に従事した

経験があって、これについて事業主等より

の証明が得られること。

（従いまして、平成１９年度に資格を取得さ

れた方は、来年度以降の特例講習を受講さ

れてください）

２．電気工事の現場施工に従事して、１０年以上

の実務経験があり、３年以上の職長経験を

有していることを証明できる者。

①実務経験は事業主による証明とする。

②職長経験は事業主による証明と、労働安全

衛生法第６０条による職長教育終了証とす

る。

【特例講習の実施時期】

平成２０年度は次のとおりで２回開催する。

１回目 平成２０年８月２８日�
２回目 平成２０年９月１９日�
【開催場所】

北海道電気会館 ６階大ホール

（札幌市中央区北１条東３丁目）

【受講料】

８，０００円

受講料には、受講費、教材費、その他関係諸経

費が含まれる。

【受付期間】

平成２０年５月１日�から
平成２０年５月３１日�

【申込方法】

所定の申込用紙により�日本電設工業協会北
海道支部に提出。

申込用紙は、�北海道電業協会で取り扱う。
【特例講習会受講者の認定】

特例講習会を受講して登録基幹技能者として

認定された者には、登録電気工事基幹技能者講

習終了証が付与され、�日本電設工業協会に登
録して公表する。

平平成成２２００年年度度電電気気工工事事基基幹幹技技能能者者特特例例講講習習会会ににつついいてて
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理事会・委員 会報告

○会員退会

・富士電機E&C株式会社 平成１９年１２月３１日

理 事 会

◇平成２０年１月２３日� １２：００～１３：３０

第６回議題

【協議事項】

１．協会会員の退会について

２．平成１９年度協会主要事業の今後の運営につい

て

３．当協会ホームページの検討について

【報告事項】

１．第２１７回本部政策委員会開催概要について

２．基幹技能者特別委員会開催概要について

３．本部・支部事務連絡会議について

４．平成２０年秋の叙勲・褒章及び建設事業関係功

労者について

５．「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編

１９年版）」講習会について

６．「高圧受変電設備の計画・設計・施工」技術

講習会について

７．平成１９年度電気設備現場見学会について

８．札幌商工会議所「平成２０年新年恒例会」の開

催について

９．北海道電気工事業組合通常総代会等のご案内

について

１０．北海道建築審議会委員及び１９年度北海道赤レ

ンガ建築賞表彰式

１１．２０年１月～２月行事予定について

１２．その他意見交換

◇平成２０年３月２８日� １２：００～１３：３０

第７回議題

【協議事項】

１．役員選任の対応（案）について

２．協会功績表彰について

３．平成１９年度５常設委員会の事業実施状況につ

いて

４．電業協会第４２回通常総会付議事項について

５．電設協道支部第５２回通常総会付議事項につい

て

６．通常総会の運営について

【報告事項】

１．電設協第２１８回政策委員会の開催概要につい

て

２．平成２０年電気・空衛協議会の開催概要につい

て

３．札幌市都市局と電気空衛連絡協議会意見交換

会開催概要について

４．本部・支部事務連絡会議の開催概要について

５．道東ブロック３電業協会会長との懇談会概要

について

６．２０年３月～４月日程について

７．その他意見交換

三 役 会

◇平成２０年１月１８日� １２：００～１３：３０

第１０回議題

１．協会会員の退会

２．平成１９年度協会主要事業の今後の運営

３．第２１７回本部政策委員会開催概要

業 界 だ よ り

－２０－
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４．基幹技能者特別委員会開催概要

５．本部・支部事務連絡会議

６．当協会ホームページの検討

７．平成２０年秋の叙勲・褒章及び建設事業関係功

労者

８．「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編

１９年版）」講習会

９．「高圧受変電設備の計画・設計・施工」技術

講習会

１０．平成１９年度電気設備現場見学会

１１．「会員調査票の提出方」依頼

１２．北海道設備設計事務所協会「新年交礼会」の

開催

１３．札幌商工会議所「平成２０年新年恒例会」の開

催

１４．２０年１月～２月行事予定

１５．その他意見交換

◇平成２０年２月４日� １２：００～１３：３０

第１１回議題

１．道東ブロック協会との意見交換会の対応

２．平成１９年度電設業関連４団体懇談会の開催

３．平成２０年度電気工事基幹技能者特例講習会の

開催

４．北海道洞爺湖サミット道民会議への寄付依頼

５．「高圧受変電設備の計画・設計・施工」技術

講習会

６．平成１９年度電気設備現場見学会

７．札幌電気工事業協同組合通常総代会懇親会の

開催

８．北海道空調衛生工事業協会通常総会懇親会の

開催

９．北海道の「建設業の新分野進出優良事例発表

会」

１０．２０年２月～３月行事予定

１１．その他意見交換

◇平成２０年３月５日� １３：００～１４：３０

第１２回議題

１．役員改選の対応

２．平成１９年度事業実施状況及び２０年度事業計画

３．通常総会に向けた対応

４．電業協会功績者表彰者の推薦

５．本部・支部事務局長会議開催概要

６．道東ブロック３電業協会会長との経営に関す

る意見交換会

７．平成２０年１月～６月役員会等の日程

８．洞爺湖サミット関連

９．三輪・富井賞候補者の推薦依頼

１０．北海道との防災協定締結関係打合わせ概要

１１．北海道赤レンガ建築賞２０周年記念誌の発刊

１２．建設業の新分野進出優良事例発表会概要

１３．当協会ホームページの作成

１４．関連団体の総会・懇親会

１５．札幌市との意見交換会等の対応

１６．平成２０年３月～４月行事予定

１７．その他意見交換

総務委員会

◇平成２０年３月４日� １３：００～１４：３０

第４回議題

１．平成１９年度事業実施状況及び２０年度事業計画

２．通常総会に向けた対応

３．電業協会功績者表彰者の推薦

４．本部・支部事務局長会議開催概要

５．道東ブロック３電業協会会長との経営に関す

る意見交換会

６．平成１９年１月～６月役員会等の日程

７．洞爺湖サミット関連

８．三輪・富井賞候補者の推薦依頼

９．北海道との防災協定締結関係打ち合わせ概要

１０．北海道赤レンガ建築賞２０周年記念誌の発刊

１１．建設業の新分野進出優良事例発表会概要

１２．当協会ホームページの作成

１３．その他意見交換

－２１－
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経営委員会

◇平成２０年１月２４日� １２：００～１３：３０

地区協会対応WG検討委員会

議 事 内 容

・現在までの３地区協からの要請概要

・今後の協会としての対応

・帯広協会等３協会招請の時期

・対応までに作成する資料等（準備）

・その他

◇平成２０年２月１９日� １４：００～１５：３０

道東地区３電業協会会長との経営に関する意見

交換会

出席者

オホーツク圏電業協会 石澤会長

帯広電業協会 板倉会長

釧根電業協会 青田会長

北海道電業協会 山口副会長ほか

地区協会対応WGメンバー

議 事 内 容

・地区協会からの要請概要説明

・要望事項に対するWGの検討内容説明

・その他意見交換

◇平成２０年３月１３日� １２：００～１３：３０

第６回議題（議長：中鉢副委員長）

１．第５回議事録（案）の承認

２．電設協第２１８回政策委員会の開催概要

３．平成１９年度経営委員会事業活動状況

４．平成２０年度経営委員会事業計画（案）

５．道東ブロック３電業協会会長との経営に関す

る意見交換

６．本部・支部事務連絡会議開催概要

７．建築設備設計関連資格の取得に関するお知ら

せ

８．その他意見交換

広報委員会

◇平成２０年３月２７日� １５：００～１６：３０

第４回議題

１．平成１９年度事業実施状況

２．平成２０年度事業実施計画（案）

３．会報「夏号」編集方針

４．会報「春号」校正

５．その他意見交換

技術安全委員会

◇平成２０年３月１０日� １２：００～１３：３０

第４回議題

１．実施報告

・技術講習会の実施

（公共建築工事標準仕様書）

（高圧受変電設備の計画・設計・施工）

・電気設備見学会の実施（室蘭・PCB処理施

設）

２．平成１９年度技術安全委員会事業報告

３．平成２０年度技術安全委員会事業計画（案）

４．平成２０年度電気工事施工管理１級学科受験準

備講習会

５．平成２０年度「技術・安全衛生基礎教育講習

会」

６．平成２０年度基幹技能者特例講習会の開催

７．本部・支部事務連絡会議概要

８．建築設備設計関連資格の取得に関するお知ら

せ

９．その他意見交換

厚生委員会

◇平成２０年３月１４日� １６：００～１７：００

第２回議題

１．平成１９年度各部会行事実施報告

２．平成２０年度厚生委員会事業計画（案）

３．平成１９年度予算及び２０年度予算（案）

４．その他意見交換

－２２－
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事 務 局 日 誌
１月８日�・官公庁新年挨拶 遠藤会長ほか

９日�・本部電設協会賀詞交歓会
遠藤支部長ほか

１１日�・電気関係三団体賀詞交歓会
遠藤会長ほか（グランドホテル）

１７日�・設備設計協会新年交礼会
（京王プラザホテル）遠藤会長

１８日�・第１０回三役会
２３日�・電業協会第６回理事会・常議員会

・経営者懇談会（セミナー）

・業界団体連絡協議会新年交例会

２４日�・経営委員会地区協対応打ち合わせ
３０日�・技術講習会「公共建築工事標準仕様

書」（電気会館）

２月４日�・第１１回三役会
・公益法人セミナー 広島専務

７日�・新分野進出戦略講演・事例発表
広島専務（KKR）

１３日�・本部運営委員会・理事会
（東京）遠藤支部長

１４日�・技術講習会「高圧受変電設備の計画
・設計・施工」（電気会館）

１５日�・本部・支部事務連絡会議
（東京）広島専務

１９日�・道東ブロックとの意見交換会

２５日�・電設業関連４団体懇談会
（北２条クラブ）

２７日�・道空衛協会総会・懇親会
（京王プラザホテル）遠藤会長

２７日�・道電気工組総会・懇親会
（Hエーデルホフ）小出副会長

２８日�・電気設備見学会
（室蘭・PCB処理施設）

３月４日�・第４回総務委員会
・第２１８回本部政策委員会

（東京）山口副会長

５日�・第１２回三役会
・第５回ゴルフ部会

１０日�・第４回技術安全委員会
１２日�・道庁監査
１３日�・第６回経営委員会
１４日�・札幌市と電気空衛協議会の意見交換

会（ホテルニューオオタニ）

・第２回厚生委員会

１９日�・本部運営委員会（東京）
遠藤支部長

２４日�・設備設計事務所協会と電気・空衛協
会との懇談会

２６日�・本部理事会 （東京）遠藤支部長

２７日�・第７回広報委員会
２８日�・第７回理事会

・第２回地区代表者会議（評議員会）

－２３－
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編集後記

尾谷真視様の巻頭言「２００８年からの計」誠にありがとうございました。

われわれが会報秋号で取り組ませていただいた“洞爺湖サミット特集”を思わ

ず意識させられております。尾谷様がおっしゃるようにまさにわれわれ一人ひと

りが意識して努力すればかなりの部分でCO２の削減が可能であると思います。

最近レストランで“MY―箸”の使用者が増えているそうであります。たとえ

割り箸一本といえども大勢の人たちが実施すれば大げさに言えば“森林破壊”の

歯止めとなるはずであります。身近なところに削減の材料は転がっています。

さーみんなで始めよう「２００８年からの計」。

広報委員長 橋本 耕二

－２４－
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